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報道発表 

令和元年度東京税関成田地区密輸出入取締対策協議会 

令和元年１１月２７日（水）、東京税関成田税関支署において、「令和元年度東京税関成田地区密輸出

入取締対策協議会」を開催する。 

本協議会においては、深刻な社会問題となっている不正薬物等の密輸事犯について、関係取締機関と

の情報交換及び取締強化のための協議を行う。 

 

１．参加機関 

  千葉地方検察庁、千葉県警察本部、千葉県成田国際空港警察署、法務省東京出入国在留管理局成田

支局、厚生労働省関東信越厚生局麻薬取締部、内閣官房空港・港湾水際危機管理チーム、横浜税関千

葉税関支署、東京税関 （８機関 ４３名） 

 

２．最近の密輸情勢等（成田国際空港密輸概況【平成３１年１月～令和元年１０月】） 

⑴ 覚醒剤密輸の動向 

成田税関支署において摘発した覚醒剤密輸入事件は、１３３件、押収量は、約２７２キログラム

であり、既に現時点で成田空港開港以来、摘発件数及び押収量共に過去最高となっている。 

 

⑵ 大麻 

   大麻密輸入事件は、摘発件数が１０件であり、前年同期比で前年並みであったが、押収量につい

ては約１２キロと前年同期比で３倍以上となる押収量であった。 

 

⑶ 麻薬類 

麻薬密輸入事件は、摘発件数１３件、押収量約２２キログラムと２万７千錠であり、前年同期

比で件数、押収量とも増加し、その中でもコカインは、６件、押収量約２２キロであり、ＭＤＭ

Ａは、３件、押収量約２万７千錠と麻薬事犯全体の大部分を占めており、大幅に増加した。 

 

⑷ 金地金等密輸への対応 

社会問題化している金地金等の密輸に関しては、航空貨物による金地金８２９キログラ

ムの密輸入事件を告発した。  

金地金等の密輸入事件は、摘発件数１６件、押収量約３８キログラムと、前年同期比で件数、押

収量とも減少したが、依然として密輸が敢行されており、厳格な取締りに取り組んでいる。 

（参考） 

令和元年（平成３１年）（１月から１０月）：１６件／約３８ｋｇ 

平成３０年（１月～１０月）：      ２１８件／約３２０ｋｇ 

平成２９年（１月～１０月）：      ３５３件／約１，４９３ｋｇ 


